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１ 技術検証の背景・目的

3

Â2024年１月に発生した能登半島地震では、停電や通信途絶が発生し、平時で利用していた電源や通

信機器が利用できなくなる事態が発生した。

Â今後も、このような事態が発生する恐れがあることを受け、スターリンク及び可搬型電力を利用し

て、広域災害及び広域避難を対象とした避難者支援業務のデジタル改善に関する調査研究で構築し

ている避難所PoCシステム（避難者アプリ及び運営者アプリ）を避難者支援業務で利用できるか検証

する必要が生じている。

背景

Â停電や通信途絶を伴う激甚災害が発生した際も、避難所PoCシステムを利用して、避難者支援業務を

遂行することができるか、技術面・オペレーション面の双方から検証すること。

目的

停電や通信途絶を伴う激甚災害が発生した際に、避難所PoCシステムをスターリンクや可搬型電力で利用可能かを検証することを目的
として、技術検証を実施。



２ 技術検証の計画（２－１検証全体の計画概要）

検証全体の計画概要
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技術検証における各特性の定義 検証観点 事前検証

検証場所
実地検証

（連続試験）

利用時の
品質

避難所運営者および避
難者がいつでも迷うこ
となく利用できるか。

満足性
Satisfaction

V【マニュアル】スターリンク設置マニュアル※2を利用し避難所
運営者が迷うことなく設置作業を行うことができるか。

- -

システムが通信途絶及
び停電の環境下でも動
作できるか。

可搬型電力および通信
機器を設置、運用する
ために必要な人員と時
間はどの程度か。

有効性
Effectiveness

効率性
Efficiency

V【設置環境】 スターリンク及び可搬型発電力※1の設置に適した
環境とはなにか。

V【設置作業】設置に必要な人数、時間はどの程度か。

V【連続使用】 どの程度の連続時間の運転が可能か。

V【電力安定】 電力供給により用意した機器が正常に動作するか。
Vまた、スターリンクの通信データ量を増加させると可搬型電力の

電力消費量への影響はあるか。

V【設置費用】初期コスト、ランニングコストはどの程度か。

V【その他】夜間に設置作業を行う場合の設置時間、および運用
面で留意すべき課題は何か。

〇

〇

〇

〇

-

〇

-

-

〇

〇

〇

-

-

〇

-

-

-

-

〇

実地検証
（設置体験）

※1 総務省が災害用に備蓄しているスターリンクと可搬型電力
※2 技術検証のためにスターリンク設置マニュアルを新たに作成

事前検証で利用したテストフィールド（以下、事前検証広場という。） 及び石川県の実証実験会場を利用して技術検証を実施。石川県の
実証実験会場で実施する検証においては、石川県及び石川県下市町職員によるスターリンク及び可搬型電力の設置体験もあわせて実施。



２ 技術検証の計画（２－２事前検証の計画）

事前検証の実施概要
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事前検証では、スターリンク及び可搬型電力の連続稼働試験の手順を確認するとともにスターリンク設置マニュアルに記載すべき内容
を確認した。

実施日 ２０２４年１２月２７日（金）

実施場所 事前検証広場

実施者

① 現地技術検証者 ２名

② 現地技術支援者 １名

③ 技術検証調整者 １名（リモート対応）

④ 全体計画者 １名（リモート対応）

    計 ５名

主な
実施事項

１ スターリンク及び可搬型電力の連続稼働試験
（稼働状況監視、稼働時間・バッテリー消耗速度等の計測含む。）

２ スターリンク設置マニュアルに記載すべき内容の確認
（避難所運営者および避難者がいつでも迷うことなく利用できるかを確認。）



２ 技術検証の計画（２－２事前検証の計画）

実施概要（連続稼働試験）
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可搬型電力からスターリンクに給電し、ノート 台及びスマホ 台を通信させた状態で避難所 システムが連続して何時間稼働でき
るかを検証。

屋内屋外

スターリンク

可搬型電力

ノートPC スマホ

無線接続連続稼働試験

有線接続

スターリンクルーター

可搬型電力からスターリンクの
アンテナ及びルーターへ給電。

ノートPC及びスマホへは会場電源から給電
スターリンクでネットワークにアクセス

し、
避難所PoCシステムを起動し、ノートPC及
びスマホを避難所PoCシステムと30秒ごと

に通信させる。



２ 技術検証の計画（２－３実地検証の計画）

実地検証の実施概要
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石川県職員と石川県下市町職員によるスターリンク及び可搬型電力の設置体験を実施。また、スターリンクの通信データ量の増加が
電力消費量に与える影響を検証。

実施日 ２０２５年１月１５日（水）

実施場所 石川県地場産業振興センター 駐車場 及び 大ホール

参加者

① 石川県担当者 ９名

② 金沢市担当者 ２名

③ 珠洲市担当者 ２名

④ かほく市担当者 １名

⑤ 白山市担当者 ３名

⑥ 能美市担当者 １名

  計 １８名

主な
実施事項

1. スターリンク及び可搬型電力の設置体験
（スターリンク設置マニュアルに対する改善要
望ヒアリングを含む。）

2. スターリンク及び可搬型電力の連続稼働試験
（稼働状況監視、稼働時間・バッテリー消耗速
度等の計測含む。）

２０２５年２月１８日（火）

石川県地場産業振興センター 駐車場 及び 大ホール

① 全体計画者  １名

② 現地技術検証者  ４名

  計 ５名

1. スターリンクの通信データ量の増加が電力消費量に与える影
響を検証。

実施日

実施場所

実施者

主な
実施事項



２ 技術検証の計画（２－３実地検証の計画）

実地検証の実施概要（連続稼働試験、設置体験）
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スターリンク及び可搬型電力を用いた避難所 システムの連続稼働試験を進めながら、計３レーンでスターリンクの設置体験も実
施。

屋内屋外

可搬型電力

ノートPC スマホ

無線接続
連続稼働試験

有線接続

スターリンクルーター

スターリンク 可搬型電力 ノートPC

無線接続
設置体験（１レーン）

有線接続

スターリンクルーター

スターリンク 可搬型電力 ノートPC

無線接続
設置体験（２レーン）

有線接続

スターリンクルーター

スターリンク 可搬型電力 ノートPC

無線接続
設置体験（３レーン）

有線接続

スターリンクルーター

スターリンク



２ 技術検証の計画（２－３実地検証の計画）

実地検証の実施概要（通信データ量及び電力消費量の試験）
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可搬型電力からスターリンクに給電し、ノート 台・スマホ 台を通信させた状態からノート 台・スマホ 台に増やし、通信
データ量の増加によるスターリンクの電力消費量への影響を検証。

屋内屋外

スターリンク

可搬型電力

ノートPC 2台 スマホ 3台

無線接続通信データ量及び電力消費量試験

有線接続

スターリンクルーター

可搬型電力からスターリンクの
アンテナ及びルーターへ給電。

ノートPC及びスマホへは会場電源から給電
スターリンクでネットワークにアクセス。

検証①

ノートPC 10台 スマホ 20台

検証②
… …

ノートPC 10台 スマホ 20台

検証③
… …

動画視聴

動画視聴

Wi-Fi接続



３ 技術検証の実施（３－１事前検証の実施）

【設置環境】スターリンク及び可搬型発電力の設置に適
した環境とはなにか。
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事前検証広場で、スターリンクの近辺に障害物を置いて問題な
くスターリンクが機能するのか検証。

V スターリンクが、北側の空にディッシュアンテナを向け、衛星との通信
を行う仕様であることに鑑み、アンテナの北側に遮蔽物があった際、ど
の程度の距離を取る必要があるかを検証する。
具体的には、４ｍ程度の樹木を遮蔽物とし、遮蔽物から5m、10ｍ、
15m、20m離れたところにディッシュアンテナを設置し、下記観点から
問題なくスターリングを利用可能か検証する。

① アンテナの向きが北向きとなっているかを確認する。

② スターリンクアプリで想定される障害物を確認し、本体と衛星の接
続を妨げる物体を確認する。

③ スターリンクアプリでスピードテストを行う。

④ スターリンクに接続したスマートフォンで避難者アプリを起動し、
日次報告や現在地が取得できることを確認する。

検証方法

Â スターリンク、可搬型電力の設置に適した環境とはなにか（スターリン
クと障害物との距離）。

検証事項

検証結果

スターリンク本体に対して障害物を設置した場合、通信速度の
変化はあったものの、避難所 システムの利用には支障が生じ
なかった。

サマリ
観点①：
向き

観点②：
障害物

観点③：
スピードテスト

観点④：
日次報告

特筆すべき問
題なし。

アンテナが北向
きとなっている
ことを確認し
た。

利用者がウェブ
サイトを閲覧す
る分には問題な
い結果となっ
た。

：
：
：
：

何も障害物が無
い場合よりは通
信に制限がかか
るものの、ウェ
ブサイトを閲覧
する範囲では問
題なく使用でき
る結果となっ
た。
ただし、 の
場合はスピード
テストの結果か
ら、通信が不安
定となる恐れも
懸念される。

避難者アプリ
で、日次報告及
び現在地取得が
できた。



３ 技術検証の実施（３－１事前検証の実施）

【設置環境】スターリンク及び可搬型発電力の設置に
適した環境とは何か。
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事前検証広場で、平面に設置できない場合でも問題なくスター
リンクが機能するのか検証。

V スターリンクのディッシュアンテナを平面におくことが望ましいとこ
ろ、接地面に傾斜があったときにも問題なく機能するかを検証する。
具体的には、ディッシュアンテナの設置面について、3度・5度・10度の
傾斜角度を設け、下記観点から問題なくスターリンクを利用可能かを検
証する。

① スターリンクアプリでスピードテストを行う。

② スターリンクに接続したスマートフォンで避難者アプリを起動し、
日次報告や現在地が取得できることを確認する。

検証方法

Â スターリンク、可搬型電力の設置に適した環境とはなにか。（スターリ
ンクの平面設置）

検証事項

検証結果

スターリンク本体を傾斜のある場所で利用した場合、通信速度
の変化はあったものの、避難所 システムの利用には支障が生
じなかった。

サマリ 観点①：スピードテスト 観点②：日次報告

特筆すべき問題なし。 問題なく安定した通信が行
えることを確認できた。

度：

度：

度：

避難者アプリで、日次報告
及び現在地取得ができた。



３ 技術検証の実施（３－１事前検証の実施）

【連続使用】どの程度の連続運転が可能か。
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事前検証広場で可搬型電力からスターリンクへ給電する形でス
ターリンクを設置し、可搬型電力の電力残量がゼロになるまでの
時間を計測。

① 可搬型電力からスターリンクへ給電する形で、スターリンクを設置す
る。 （ノートPC及スマホは可搬型電力から給電しない。）

② スターリンクと、ノートPC2台・スマホ3台を接続する。

③ 定期的にサーバとの通信が行われる画面（ノートPCでは避難所PoCシス
テムの連絡通知画面、避難者アプリでは日次連絡画面）を開き、サーバ
との定期的な通信が発生するよう設定する。

④ ③の状態で1時間ごとに電力残量を確認する。

⑤ 電力残量が０パーセントになるまでの時間を計測する。

検証方法

Â どの程度の連続時間の運転が可能か。

検証事項

事前検証広場での連続稼働試験（サマリ）
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実施日時：2024年12月27日 9時～21時18分

天候 ：くもり

場所 ：事前検証広場

連続稼働試験を実施したところ、電源 ％から ％になるま
で、 時間 分間連続稼働した。

検証結果



３ 技術検証の実施（３－１事前検証の実施）

【設置作業】設置に必要な人数、時間はどの程度か。
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事前検証広場において成人男性１名がスターリンク及び可搬型電力
を設置した際に必要な時間を実測した。

① 事前に作成したマニュアルをもとに、可搬型電力からスターリンクへ給
電する形で、スターリンクを設置し、同機器の開梱からWi-Fi接続まで
の一連の作業について、成人男性１人で実施した場合の所要時間を計測
する。

検証方法

Â 設置に必要な人数、時間はどの程度か。

検証事項
事前検証広場での設置体験時間

成人男性１名が、視界良好な環境で機器設置を行った場合、スター
リンクの開梱から設置を行いWi-Fi接続まで、おおよそ21分の時間を
要した。

検証結果

設置から接続までの流れ

開梱

ディッシュアンテナの設置

起動の確認

Wi-Fi接続

合計

所要時間

３分

８分

９分

１分

２１分



３ 技術検証の実施（３－１事前検証の実施）

【その他】夜間に設置作業を行う場合の設置時間、およ
び運用面で留意すべき課題は何か。
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夜間における視界不良の環境を想定し、懐中電灯の灯りのみを
利用して、機器を設置した場合、設置時間にどの程度の変化が
生じるのか検証。

① 夜間における視界不良を想定するため、災害時の停電を想定し、夜間に
事前検証広場で懐中電灯の灯りのみを利用して、可搬型電力からスター
リンクへ給電する形で、スターリンクを設置し、NW接続を行うまでの
時間を計測し、昼間に同等の作業を行った際の時間と比較する。
（なお、夜間作業者は、昼間作業者と同一人物が実施することとす
る。）

検証方法

Â 夜間に設置作業を行う場合の設置時間、および運用面で留意すべき課題
は何か。

検証事項

視界不良な環境では、特に梱包物の確認やディッシュアンテナ
の設置に時間を要する結果となり、全体で1.5倍程度の設置時間
が必要になる結果となった。

検証結果

事前検証広場での設置体験時間

接続までの流れ 夜間設置時間 昼間設置時間 増分

開梱

ディッシュアンテナ
の設置

起動の確認

Wi-Fi接続

10分

11分

10分

１分

３分

８分

９分

１分

333%

138%

111%

100%

合計 32分 21分 152%



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

【設置作業】設置に必要な人数、時間はどの程度か。
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実地検証では、設置体験を18回実施し平均所要時間等を計測し
た。

① 設置体験における所要時間を計測し、設置からスターリンクがインター
ネット接続後、端末のWi-Fi接続までの時間を計測する。

② 計測した時間の平均値を必要な時間として試算する。

③ 設置体験を実施し、設置に必要な人数を確認する。
（設置補助者（ケーブルの運搬、アンテナの持ち運び等）が必要とされ
た場合は、当該設置補助者も設置に必要な人数として試算する。 ）

検証方法

Â 設置に必要な人数、時間はどの程度か。

検証事項

スターリンクを段ボールから取り出すところから、ネットワーク
に接続するまでを石川県及び石川県下市町職員に体験いただき、
設置時間等を実測した。

時間 設置体験（１レーン） 設置体験②（２レーン） 設置体験③（３レーン）

設置体験
（珠洲市担当者）

設置体験
（珠洲市担当者）

設置体験
（石川県担当者）

設置体験
（白山市担当者）

設置体験
（白山市担当者）

設置体験
（白山市担当者）

設置体験
（かほく市担当者）

設置体験
（能美市担当者）

設置体験
（石川県担当者）

設置体験
（石川県担当者）

設置体験
（石川県担当者）

設置体験
（石川県担当者）

設置体験
（金沢市担当者）

設置体験
（金沢市担当者）

設置体験
（石川県担当者）

設置体験
（石川県担当者）

設置体験
（石川県担当者）

設置体験
（石川県担当者）



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

参考：利用したスターリンク※1
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スターリンクは、総務省から貸与いただいた「
」を利用した。

可搬型電力についても、総務省から貸与いただいた「
ポータブル電源 」を利用した。

参考：利用した可搬型電力※2

項目 仕様

電池タイプ リチウムイオン電池

容量 （ ）

サイズ

重量 約

入力 最大

入力ポート
（動作電圧） ポート電流制限 ；
（動作電圧） ポート電流制限 ，合計

出力
～ ， ポート最大 ， ポート合計

（瞬間最大

出力
各ポート最大

出力 各ポート最大

充電温度 ° °

動作温度 ° °

※1：https://www.starlink.com/jp/specifications?spec=2
※2： https://shopping.geocities.jp/jackery-japan/manual/1100renew/1500pro2.pdf

※3：IP56とは、製品の外郭の保護等級（IPコード）を示し、「防塵：5等級」「防水：6等級」を意味する。「防塵：5等級」は、じんあいの侵入はあっても動作・安全性には支障がないレベル、 「防水：6等級」は、
強力なジェット噴流水による噴流水によっても機器が影響を受けないレベルをさす。 IP54の「防水：4等級」は、あらゆる方向からの水の飛まつによって機器が影響を受けないレベルを指す。

項目 仕様

アンテナ 電子フェーズドアレイ

方向調整 自動方向調整

耐環境性 ̞

耐雪機能 最大 時

動作温度 ° ～ °

視野 °

平均消費電力 ～

項目 仕様

テクノロ
ジー

規
格

世代

無線
デュアルバンド

セキュリティ

耐環境性 ̞ 、屋内用構成

適用範囲 最大

動作温度 ° ～ °

スターリンクアンテナ スターリンクルーター

スターリンク Gen2は、自動でアンテナを稼働し、
衛星に向けた方向を調整できるモデル。

（利用者でアンテナ方向を調整する必要がないモデル）



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

検証結果（【設置作業】設置に必要な人数、時間はどの程度か。）
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設置体験に参加いただいた18名の方は、設置補助者の力を借りることなく設置ができており、平均約15分で開梱からWi-Fi接続までを
完了することができた。

実地検証での設置体験時間
（各コマにおける実測値）

実地検証での設置体験時間
（プロセスごとの平均値・最小値・最大値）

コマ
設置体験①
（１レーン）

設置体験②
（２レーン）

設置体験③
（３レーン）

コマ目 分 秒 分 秒 分 秒

コマ目 分 秒 分 秒 分 秒

コマ目 分 秒 分 秒 分 秒

コマ目 分 秒 分 秒 分 秒

５コマ目 分 秒 分 秒 分 秒

６コマ目 分 秒 分 秒 分 秒

設置から接続
までの流れ

設置補助
の支援有
無

平均
所要時間

最小
所要時間）

最大
所要時間

開梱 無 分 秒 分 秒 分 秒

ディッシュ
アンテナの
設置

無 分 秒 分 秒 分 秒

起動の確認 無 分 秒 分 秒 分 秒

接続 無 分 秒 分 秒 分 秒

設置体験エリアの稼働前の状態 設置体験の事前説明の様子

スターリンクアンテナが起動中
の状態（画面中央）

設置体験前のマニュアルを確認
している様子

石川県・石川県下の石川県下市町職員に設置体験へ
参加して頂いた様子



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

【マニュアル】スターリンク設置マニュアルを利用し避難
所運営者が迷うことなく設置作業を行うことができるか。
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スターリンク設置マニュアルを利用して、実地検証で設置体験
を実施し、マニュアルの分かりやすさ及び改善点を検証。

① 設置体験において、設置補助者がマニュアルの補足説明をした場面の有
無をカウントする。

② 設置体験後、設置補助者が体験者にマニュアルのわかりやすさを５段階
で評価いただき、その結果を集計する。

③ ②に加えて、マニュアルのわかりやすかったところ・わかりにくかった
ところを聞き取り、マニュアルの改善点を分析する。

検証方法

Â スターリンク設置マニュアルを利用し避難所運営者が迷うことなく設置
作業を行うことができるか。

検証事項

ディッシュアンテナの設置や起動確認で助言が必要だったもの
の、その他の作業は1人で行うことができた。

検証結果

設置体験におけるヒアリング結果

1, 11

2, 5

1 2

（マニュアルのわかりやすさ向上に関する意見）

V機器にマニュアルに記載している機器名称が付記されているとよ
い。

Vコードに付属している付箋の接続先番号が各操作解説ページのイラ
スト上にもあるとよい。

V箱を開けた状態等について、機器がパッケージに収納されている写
真があればよい。

V強調しているところや禁止事項はもっと目立たせるとよい（ディッ
シュアンテナが収納されないときに力づくで戻そうとしない。自動
で格納される。等）

V起動待ち等、待ち時間を明記してもらいたい。
（待っていて問題ない旨を強調してもらいたい。）

V可搬型電力以外でも利用できる旨やパソコンでのWi-Fi接続手順も
追記してもらいたい。

V Wi-Fi接続で利用するSSID、PWの記載場所を明記してもらいたい。 
（PW変更が可能であれば、その方法も記載願いたい。）

（マニュアルの構成に関する意見）

Vマニュアルが分厚い印象を受ける。
１枚物を充実させる方向も検討してもらいたい。

Vもっと簡易なバージョンもあるとよい。

（マニュアルに新規追記を要望する意見）

Vスターリンクそのもののスペックについて情報があるとなおよい。 
（同時接続台数、消費電力等）



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

検証結果（【マニュアル】スターリンク設置マニュアルで避難所運営者が迷うことなく設置作業を行うことができるか。）
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マニュアルへ追記可能なものは可能な限り反映する形で対応を進める。

分類 頂戴したコメント 対応方針

１ マニュアルのわかりやすさ
向上に関する意見

Â機器にマニュアルに記載している機器名称が付記されているとよ
い。

V 貸与品のため、機器そのものにラベルを付記することが難しいた
め、対応を見合わせ。

２ Âコードに付属している付箋の接続先番号が各操作解説ページのイラ
スト上にもあるとよい。

V 貸与物品とセットで利用されるマニュアルを想定し、丸番号を付記
する形で修正。

３ Â箱を開けた状態等について、機器がパッケージに収納されている写
真があればよい。

V 箱を開けた状態の写真も参考資料として追記。

４ Â強調しているところや禁止事項はもっと目立たせるとよい。
（ディッシュアンテナが収納されないときに力づくで戻そうとしな
い、自動で格納される等）

V 既存の協調表現では人目につかないため、色味を変える・フォント
サイズを大きくする形で修正。

５ Â起動待ち等、待ち時間を明記してもらいたい。
（待っていて問題ない旨を強調してもらいたい）

V 同上

６ Â可搬型電力以外でも利用できる旨やパソコンでの²ƛπCƛ接続手順も追
記してもらいたい。

V 現状、 での 接続手順が記載されていないため追記。
V 可搬型電力でなくとも利用可能な旨を追記。

７ Â²ƛπCƛ接続で利用する{{L5、t²の記載場所を明記してもらいたい。 
（t²変更が可能であれば、その方法も記載願いたい）

V 、 の記載箇所をわかるようにマニュアル内の記載を変更。

８ マニュアルの構成に関する
意見

Âマニュアルが分厚い印象を受ける。
１枚物を充実させる方向も検討してもらいたい。

V 現状のマニュアルでも「わかりやすい」といった回答を得ているこ
とから、現状のマニュアルとする。

９ Âもっと簡易なバージョンもあるとよい。 V 同上

１０ Âスターリンクそのもののスペックについて情報があるとなおよい。
（同時接続台数、消費電力等）

V 参考資料といて、今回実証で利用したスターリンクのスペックをマ
ニュアル内にも記載。



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

【電力安定】電力供給により用意した機器が正常に動作するか。（前提条件）
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連続稼働試験にて、スターリンクのデータ通信データ量の変化
に応じて電力消費量が変化するかを検証した。

① 可搬型電力からスターリンクへ給電する形で、スターリンクを設置す
る。 （ノートPC及びスマホは可搬型電力から給電しない）

② スターリンクと、ノートPC2台・スマホ3台を接続する。

③ 定期的にサーバとの通信が行われる画面（ノートPCでは運営者アプリ
の連絡通知画面、避難者アプリでは日次連絡画面）を開き、サーバとの
定期的な通信が発生するよう設定する。

④ ③の状態で20分ごとに電力残量を確認する。

⑤ 技術検証終了時点の電力残量を確認する。

検証方法

Â 電力供給により用意した機器が正常に動作するか。

検証事項

¸日時：2025年1月15日（水）11時～17時（計６時間）

¸場所：石川県地場産業振興センター 駐車場 及び 大ホール
（スターリンクアンテナを駐車場に設置し、その他機材（ルーター

や可搬型電力）は大ホール内に設置。）

¸天候：曇り・雨・霙（気温 4 ℃ ）※ 15時時点

実施日時・場所

¸スターリンク
：スターリンク Gen2 Standard（貸与物品） １台

ー アンテナ、 Wi-Fiルーター、電源ユニット、ケーブル

¸可搬型電力
： Jackery ポータブル電源 1500 Pro（貸与物品）１台

¸スマホ
：iPhone13（iOS16） ３台
：Google Pixel 6a（Andoroid13） １台

¸ノートPC
：HP Probook 450 G8（Windows11） ２台

¸会場電源（コンセント）

利用機材



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

21

＜電力供給の考え方＞

¸可搬型電力から、スターリンクへ電力を供給する。

¸スマホ及びノートPCに対しては、会場に設置されている電源から電力を
供給する。

＜スマホ、ノートPCの利用条件＞

¸全てのスマホに避難者アプリをインストールし、同アプリの「連絡履
歴」画面を表示し続け、30秒に1回、自動で同画面を更新し続けてサーバ
との通信を発生させる。

¸全てのノートPCで運営者アプリを表示し、 同アプリの「連絡通知」画面
を表示し続け、30秒に１回、自動で同画面を更新し続けてサーバとの通
信を発生させる。

¸上記通信が発生しているか否かは、サーバ側のログを監視し、確認す
る。

機材の利用条件

¸可搬型電力の電力残量（20分毎）
ー電力残量を試算するため。

¸スマホ・ノートPC ー サーバ間の通信データ量
（連続稼働試験期間中の通信データ量）
ー 通信データ量と電力消費量の関係を試算するため。

取得データ

PC上に表示する運営者アプリの「連絡通知」画面
スマホ上に表示する避難者アプ
リの「連絡履歴」画面

スターリンクアンテナが北
側を向いている状態

避難者アプリの画面を定常
的に稼働し確認している状

態
技術検証の会場の様子

【電力安定】電力供給により用意した機器が正常に動作するか。（前提条件）



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

検証結果（ 【電力安定】電力供給により用意した機器が正常に動作するか。）
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スターリンクを利用した避難者アプリ及び運営者アプリの 時間連続稼働を行った。
可搬型電力の電力残量は一定の傾向で減少し、 時間後時点で となった。
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３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

【電力安定】スターリンクの通信データ量を増加させると可搬型電力の電力消費量への影響はあるか。（前提事項）
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スターリンクの通信データ量の増加が電力消費量に与える影響
を検証。

① 可搬型電力からスターリンクへ給電する形で、スターリンクを設置す
る。 （ノートPC及びスマホは可搬型電力から給電しない。）

② 検証方法を3つに分けて実施する。
検証①：ノートPC2台・スマホ3台を接続し、動画を視聴する。
検証②：ノートPC10台・スマホ20台を接続した状態とする。
検証③：ノートPC10台・スマホ20台を接続し、動画を視聴する。

③ 各検証を5分ごとに可搬型電力の消費電力（W）を20分間確認する。

④ 連続試験計測終了時点と高データ通信利用時の電力消費量への影響を検
証する。

検証方法

Â スターリンクのデータ通信が増えることで、可搬型電力における消費電
力量に変化はでるのか。

検証事項

¸日時：2025年2月18日 (火) 17時40分～18時40分（計1時間）

¸場所：石川県地場産業振興センター 駐車場 及び 大ホール
（スターリンクアンテナを駐車場に設置し、その他機材（ルーター

や可搬型電力）は大ホール内に設置。）

¸天候：曇り・雪（気温 0.8℃ ）※ 18日時点

実施日時・場所

¸スターリンク：スターリンク Gen2 Standard（貸与物品） １台
ー アンテナ、 Wi-Fiルーター、電源ユニット、ケーブル

¸可搬型電力： Jackery ポータブル電源 1500 Pro（貸与物品）１台

¸スマホ：iPhone8,11,13（iOS16） 20台
ノートPC：HP Probook 450 G8（Windows11） 10台

¸会場電源（コンセント）

利用機材

＜スマホ、ノートPCの利用条件＞

¸スマホ及びノートPCのブラウザを利用して動画を視聴し、データ通信を
発生させる。

機材の利用条件



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

検証結果（ 【電力安定】スターリンクの通信データ量を増加させると可搬型電力の電力消費量への影響はあるか。）

24※スターリンクの通信データ量（Mbps）はKDDI社から受領
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通信を行う端末数及び通信データ量が増加してもスターリンクの電力消費量への影響がないことを確認し、可搬型電力の利用継続時間
に影響を与えない結果となった。



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

【設置費用】初期コスト、ランニングコストはどの程度
か。

25

実施検証で得られた連続稼働試験の結果をもとに、通信途絶が
回復するまで、何台の可搬型電力が必要かを試算し、初期コス
ト、ランニングコストを試算。

① 実施検証で実施した連続稼働試験の結果から、通信途絶・停電が起きた
際、避難者アプリ及び運営者アプリが運用稼働するために必要なスター
リンク及び可搬型電力の最小数量を試算する。

② ①で試算した数量をもとに、下記観点でコストを積算する。

 【設置にかかるコスト】

 ■ スターリンク及び可搬型電力の購入費用（メーカーサイト）

【運用にかかるコスト】

 ■ スターリンクの月額費用（メーカーサイト）

検証方法

Â 初期コスト、ランニングコストはどの程度か。

検証事項

前提事項

1セットあたりのス
ターリンクの台数

1台
（ハード故障時の代替えを考慮しない。）

1セットあたりの可搬
型電力の台数

２台
（連続稼働試験の結果、約12時間の利用が可能とさ

れたため、１日連続稼働するために２台必要。
1台ずつ利用してフル充電のものと置き換える運用を

想定。）

前提条件

É令和6年度能登半島地震の対応についての報告書※1

を基に1か月間で概ね復旧していることから、ス
ターリンクと可搬型電力を稼働させることを前提
としてコストを試算。

必要なスターリンク及び可搬型電力の最小数量（セット）

可搬型電力が約 時間利用できる見立てであることから、１日
２台利用することを想定し、スターリンク１台と可搬型電力２
台にセットを最小数量セットとした。

̞ https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/hoan_shohi/denryoku_anzen/denki_setsubi/pdf/020_01_01.pdf ˢἿ∏▀Ộ ˣ



３ 技術検証の実施（３－２実地検証の実施）

検証結果（【設置費用】初期コスト、ランニングコストはどの程度か）
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スターリンク及び可搬型電力機器を導入する際に必要となる初期コスト及びランニングコストを下記に整理した。

※1： https://www.starlink.com/jp/business/fixed-siteより初期費用に関する記載を引用 2025年3月18日時点
※2：https://www.jackery.jp/products/explorer-1500proより、可搬型電源の定価をを記載 2025年3月18日時点

※3： https://www.starlink.com/jp/service-plans/businessより、「ローカル優先‐50GB」の費用を記載 2025年3月18日時点

初期コスト ランニングコスト

0円（税込） ※1

（スペース 社が提供する、スターリンクの法人向けビジネスのうち、
「固定サイト用スターリンク」に係るハードウェア初期費用を引用。
なお、「高性能フラットキット」の場合、ハードウェ初期費用は、

円となる。）

スターリンク機器 購入費

199,800円（税込）／1台 ※2

可搬型電力機器 購入費

避難所の規模により、必要な通信容量が異なると想定されるところ、下記
メニューから通信容量を選択可能※3

： 円（税込） 月

： 円（税込） 月

： 円（税込） 月

： 円（税込） 月

スターリンク 月額費用



４ 技術検証を踏まえた検証結果

技術検証の観点のサマリー
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７つの検証観点について技術検証を実施し、検証結果をまとめた。

テーマ 観点 検証結果 参照先

設置環境 スターリンク及び可搬型発電力の設置に適し
た環境とはなにか。

¸スターリンク本体に対して障害物を設置した場合や傾斜のある場所で利用した場
合、通信速度の変化はあったものの、避難所 システムの利用には支障が生じな
かった。

¸スライド

連続使用 どの程度の連続時間の運転が可能か。 ¸電源 ％から ％になるまで、 時間 分間連続稼働した。 ¸スライド

電力安定 電力供給により用意した機器が正常に動作す
るか。
スターリンクの通信データ量を増加させると
可搬型電力の電力消費量への影響はあるか。

¸スターリンクによる避難者アプリ及び運営者アプリを 時間連続稼働を行った。
可搬型電力の残容量は一定の傾向で減少し、 時間後時点で となった。

¸クライアント及び通信容量が増加してもスターリンクの消費電力への影響として変
化がないことを確認し、可搬型電力の利用継続時間に影響を与えない結果となっ
た。

¸スライド

設置作業 設置に必要な人数、時間はどの程度か。 ¸成人男性１名が 分程度で設置が完了した。
¸成人１名で設置ができており、平均して 分程度で設置が完了した。

¸スライド
¸スライド

設置費用 初期コスト、ランニングコストはどの程度
か。

¸通信途絶・停電が起きた際、避難者アプリ及び運営者アプリが運用稼働するため
に、１避難所に係る初期コストは、 「 円」（税込み） ランニングコスト
は、 「 円 月」（税込み）と試算した。

¸スライド

その他 夜間に設置作業を行う場合の設置時間、およ
び運用面で留意すべき課題は何か。

¸夜間に懐中電灯の灯りを利用して実施した場合、昼間と比較して、 倍程度の設
置時間増が見込まれた。

¸スライド

マニュアル スターリンク設置マニュアルを利用し避難所
運営者が迷うことなく設置作業を行うことが
できるか。

¸ディッシュアンテナの差込方向の確認や起動に時間を要した際の対応等で質問はあ
がったところ、基本的な据付作業は、スターリンク設置マニュアルで迷うことなく
設定作業を行えた結果となった。

¸スライド
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